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筆者 は ツ ト ガ Ancylomia japonica ZELLER (Pyralidae) を 材料 と し て , EEPXEHGBREOSECP TH, 前 報 * 
に お いて 卵 の 構造 お よび 受精 か ら 腔 子 が 卵 内 で 反転 する 前 まで の 時 期 を 便宜 上 16 ステ ー ジ 分け, 各 ス テー ジ に 
お ける 卵 の 発育 状態 を 説明 し た . 本 報 で は , 反転 か ら 昧 化 まで の 発生 過程 を 7 ステ ー ジ 分け, それ ぞ れ の ステ ー 
ジ に お ける 騰 子 の 発生 に つい て 報告 する . 

本 論 に 入る に 先 だ ち , ど 指 導 と ご 助言 を た まわ っ た 東京 教育 大 学 菅 平生 物 実 験 所 の 安藤 裕 博士 に 対し 厚く お 礼 
申し 上 げ る ・ 








観察 結果 お よび 考察 
材料 と 方 法 は 前 報 の 場合 と 同様 で ある の で と と で は 省略 する . ステ ー ジ と 図 の 番号 は 前 報 か ら の 続き 番号 で ある . 
ステ ー ジ 17 反転 前 期 


彩子 の 短縮 は 限界 に 達し , 頭 部 は 卵 の 前 極 , 尾 節 は 後 極 に それ ぞ れ 位置 し て いる . 下 居館 と 第 1 胸 節 と の 間隔 が 
広がり , 頭 部 と 胸部 と の 区 別 は 一 層 朋 瞭 と な る . 下 唇 の 基部 は 正中 線上 で 融合 し て いる が , 絹糸 腺 は まだ 合体 し て 
いな い . 背面 閉鎖 dorsal closure は 尾 節 か ら 第 6 腹 節 ま で 進行 し て いる . 第 10 腹 節 は 完全 に 消失 し て お り , 4 
その 痕跡 さえ も る 認め る と と が で き な い . 第 8 と 第 9 腹 節 の 神経 球 が 合体 を 開始 し , 食道 下 神 経 球 も 大 き な 1 つの 神 
経 球 と し て 認め られ る . それ 故に と の ステ ー ジ で 数 えら れる 神経 球 は 頭 部 の 脳 , 食道 下 神 経 球 , 3 胸部 神経 球 を し 
て 8 腹部 神経 球 で ある . 

各 気 門 の 陥 入 は 外山 (1909, RÆ) や Sarro (1937, Antheraea) (と よっ て 観察 され て いる も の と 同様 に 3 本 に 
AM UL, 気 門 主幹 main stigmatae trunk と 背 方 お よび 後方 に 向う 横 管 transverse tracheae と し て 発達 し て 
いる . 3 本 の マル ビー ギ 管 と 後 腸 と を 連絡 する 総 管 common duct は マル ピー キ ギ 管 が 最初 に 分 化し た 場所 に 位置 し , 
その 先端 か ら 3 本 の マル ピー ギ 管 が 分 れ て いる . すべ て の 腹 肢 は 2 環 節 より 構成 され て いる . 眼 の 部 分 は 赤褐色 に 
着色 し て いる . 前 ステ ー ジ まで 卵 周 に 沿っ て 背面 衝 曲 dorsal concave で あっ た 朋子 は とこ の ステ ー ジ を 通し て 超 る 
激しい 運動 に より 反転 revolution を 終え , MASH dorsal convex に 転ずる . と の 反転 運動 は 尾 節 付近 で 最初 に 
起り , そ の 前 方 部 分 が 次 第 に 卵 表 か ら 離 れ て 卵 の 内 部 に 移動 する . と の よう に し て , 間もなく 第 2 腹 飾 以後 が 腹面 夫 
曲 に 転ずる . し か し , 第 1 腹 節 より る 前 方 で は , まだ と の 運動 が 進行 し て いな いた め 豚 子 は S 字 形 で ある CTFig. 75). 

膝 子 の 完全 な 発育 に と っ て 反転 現象 が 重大 な 意義 を 持つ と と は 次 の 事実 か ら 理解 で きる . 多く の 卵 を 観察 し て 見 
る と ご どく 稀 人 不 反 転 膝 子 で も 剛毛 形成 期 ま で は 発生 を 続け る が (Figs. 81, 82), その 後 の 発生 は 認め られ な い . A 
様 な 事実 は 実験 的 に も 容易 に 観察 で きる . すなわち , 肝 盤 葉 形成 ある い は 腔 帯 形成 まで の 比較 的 早い 時 期 の 卵 に 硝 
旋 力 を 作用 きせ る と 発生 異常 の 腔 子 が 多く 形成 され る . と の 場合 外部 形態 か ら 判 断 し て , 正常 に 反転 する も の, 横 
転 す る も の , 反転 横転 る し な いも の が 認め られ る . と れ ら の うち で 不 反 転 有 礎 子 と 横転 し た 朋子 の 一 部 は 剛毛 形成 

















* 第 1 報 は New Entomologist 19 (2・3), 1970, 第 2 報 は 同誌 19 (O, 1970, 第 3 dj cd 22 (3-4, 
1971 に それ ぞ れ 発表 し た . 
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期 あ る い は 前 胸部 の 着色 が 起 る 頃 ま で し か 発生 が 進ま な い . し か し な が ら , 横転 し た も の で も -- 部 の も の は 役 化 す 
5. と の と と は 肥 子 の 卵 内 に お ける 位置 の 転移 は 腔 子 発生 に 必ず し も 致命 的 な 作用 を 与え を る も る の で は な く , 組織 あ 
る い は 器官 形成 の 異常 と いう よう な 別 の 原因 に より 引き 起 さ れる 不 反転 現象 が 腔 子 の 発生 に と っ て 残 命 的 な も の と 
な り 得 る の で は な いか と 思わ れる が , 詳細 こつ いて は 未だ 明らか に し て いな い . 

Je BEEF OB EHE. 最初 尾 分 で 起り , 次 第 に 前 方 へ 移行 する も の で ある が , 反転 の 意義 ある い は 機構 に 関 
し て は 充分 に 解明 され て いな いよ TA. 

Antheraea (Sa1ro, 1934) で は , 豚 子 の 短縮 後 , BEMER TACONT, KTORE x BI ORB 
費 と が 起り , その 結果 , 機械 的 に 反転 現象 が 起 る と 考え られ て いる . 家 奏 の 白 ハ ゼ 卵 内 の 腔 子 は 反転 現象 を が す と て 
と な く 発 育 を 続け , 剛毛 が 発生 する 頃 に な っ て 発育 を 停止 し , KEIRA. この と と か ら , 梅谷 (1937) は 局 
限 き れ た 卵 内 で 反転 する と と な し に 農 春 の 完成 は あり 得 ず , し た が っ て , 反転 運動 は 局 限 され た 卵 内 で 豚 子 が 有効 
に 間隙 を 利用 する た め の 物 理 的 現象 で あり , と れ は 央 春 の 完成 の た め の 物 理 的 必須 条件 で ある と し , 反転 運動 が 起 
ら な い 理 由 は , 卵 内 に お ける 悪 環境 の た め 背 面 形 成 が 遅れ る か , ある い は , 腹面 の 神経 球 の 合体 が 円 滑 に 進ま ず , 
その た め に 背面 の 伸長 と 腹面 の 収縮 が 起 う な い の で ある うと し て いる . 他方 , 高見 (1944) は 家 奏 の 朋子 を 種々 の 
部 分 で 焼き きっ た 部 分 腔 で 杖 曲 の 転換 が 起 る こと を 観察 し , 反転 運動 は 限定 され た 卵 内 の 間隙 を 有効 に 利用 する 
た め の 物 理 的 現象 で ある と いう と と の みな ら ず , それ 以上 の 意義 ある い は 機構 を 考え な けれ ば な ら な いと し て いる ・. 
また , 遠心 力 で 横転 きせ た 朋子 は 正常 に 発育 し , 商 化 する と と か ら , 反転 に 伴う 位置 の 転位 は 豚 子 の 完成 に 必ず し 
も 必須 な 条件 と は 考え られ な いと し て いる . 腹面 の 神経 球 の 合体 が 円 滑 に 進行 し な いた め に 不 反転 現象 を 生ずる と 
いう 考え 方 に 対し て は , 反転 運動 を 起 し 得 な い 火 傷 徐 の 膝 子 (有賀 , 19 に の, 重 「 い 形 ] お よび 新 重 「 い 形 」 XO 
KT (市 川 , 194, 頭 部 の み を 欠く 部 分 膝 (高見 , 1944) の いずれ に お いて も, 神経 球 は 正常 で ある と いう 観察 
が ある の で , 腹部 の 神経 球 の 合体 が , 反転 運動 を 起す た め に 必要 な 条件 と は いえ な いよ う で ある . 
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Fig. 72. Lateral view of the embryo in stag 16 (see the previous report). Fig. 73. 

Ventral view of the embryo in stage 106. Fig. 74, Ventral view of the caudal 
region in stage 16. Fig. 75. Lateral view of the revolving embryo in the latter 
half of stage 17. Fig. 76. Lateral view of the embryo in stage 18. Fig. 
Tf. Longitudinal section through the gnathal region in stage 17. 
ABL: abdominal leg ABS: abdominal segment AT: antenna CL: caudal 
leg CS: caudal segment LA: labium LAG : labial ganglion LR: 
labrum MD : mandible MDG : mandibular ganglion MES : mesoderm 
MX : maxilla MXG : maxillary ganglion PRC: proctodaeum THG: 
thoracic ganglion THL: thoracic leg 
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日 陥 の 終端 部 か ら 発達 し た 中 腸 原 基 と 肛門 陥 終端 か ら の 原 基 と の 連絡 に より 形成 され た 左右 2 条 の 組織 は 腹面 に 
向っ て 成長 し , 間もなく , 腹面 中 央 部 で 連絡 する . とこ の よう に し て 中 腸 腹面 が 中 腸 の 後部 か ら 形 成 さ れ , 次 第 に 前 
方 へ 向っ て 進行 する . 





ステ ー ジ 18 反転 後期 


第 1 腹 節 が 次 第 に 腹面 科 曲 に 転じ 始め , 続い て 胸部 へ と 反転 現象 が 進行 する . し か し , 胸部 以下 が 反転 を 完了 し 
た 後に も 頭 部 は ほとん ど 位 置 を 変え た て お ら ず , 卵 の 前 極 で 胸部 の 背面 の 上 に 横たわり , 頭 部 背面 と 第 1 胸 節 の 背面 
は 密接 し て いる . 同じ 状態 は Chile (OkApA, 1960) に お いて すでに 指摘 され て いる . と の よう KK 胸部 以後 の 反 
転 が 完 了 し た 後 も , 頭 葉 (大 腸 よ り 前 方 ) は し ば らく の 間 腹 面 を 卵 の 表面 に 向け て お り , と の 時 , 口 陥 開口 部 は 卵 
の 精 孔 の 直下 に 位置 し て いる . 

鱗 玩 目 礎 子 の 反転 運動 は 一 般 に 単なる 嫌 曲 の 転換 で , 豚 子 の 位置 移動 は これ 付随 し た 現象 に 過ぎ な い GRAY. 
高見 , 1957) と いわ れる が , 同じ 鱗 次 目 の 中 で も 相当 激しい 運動 あす る も る の も ある . Heliothis (PRESSER & 
RuTscHKY, 1957) で は , 用 子 の 体長 が 最大 に な っ た 頃 , 腔 子 は 90 度 回 転 し , 間もなく 卵 の 赤道 の まわ り を 取り 
巻い て 横たわり , その 後頭 部 を 精 孔 に 向け て コイ ル 形 と な り , 最後 の 反転 (katatrepsis) 相当 する 時 期 で , Hf 
子 は 長 軸 に 沿っ て 180 度 回 転 す る . Chilo COkApA, 1960) で も anatrepsis を 通し て 朋子 は 前 - 後 軸 の 向 り を 回 
転 し , katatrepsis の ステ ー ジ で 垢 曲 を 転換 する . また , JoHANNSEN (1929) こよ る と , Diacrisia は 背面 閉鎖 
の 時 期 に , 朋子 の 腹面 が 卵 の 中 央 に 向う まで , 腔 子 は 長 軸 を めぐ る 回 転 運 動 を する. 

背面 閉鎖 は この ステ ー ジ で 著しく 進行 し , 第 1 , 第 2 胸 節 付近 を 除き , 背面 形成 が 完了 する . 背面 閉鎖 が 進む に 
つれ て , 中 腸 の 側壁 ある い は 背 壁 の 形成 が 進む . この 場合 る も 背面 閉鎖 と 同様 に 後方 部 で の 発達 が 早く , 前 方 部 で は 
遅れ る . HIRE dorsal vessel の 形成 は この ステ ー ジ を 通し て 腔 子 の 後方 か ら 進 め ら れる . 背 脈 管 の 原 基 ( 各 体 
節 の 中 腔 葉 か ら 分 離し た 心 原 細胞 cardioblast) は 最初 外 腔 葉 の 近く に 横たわっ て いる が , 背面 形成 お よび 中 腸 形 
成 に 伴っ て , 背 方 に 移動 する . そし て , 中 腸 背面 の 形成 と ほぼ 同時 に , それ ら は 背面 正中 線上 で 接し 背 脈 管 を 形成 
する . 

由 腸 が は ば ぼ 完 成 し , 日 陥 か ら 肛門 陥 ま で が 管状 と な っ た 消化 管 で は , 前 腸 と 中 腸 と の 境 が closing membrane 
に より 境 さ れ て お り , 中 腸 と 後 腸 と の 境 は 肛門 陥 の 終端 選 に より 境 き れ て いる . そし て , 中 腸 内 部 は 卵黄 で 満た さ 
れ て いる . 

頭 部 の 口 陥 より 前 方 部 分 は ほとん ど 脳 に よっ て 占め られ , 第 1 胸 節 の 神経 球 か ら 食道 下 神 経 球 の 上 に 横たわっ て 
いる . 触角 は 上 唇 より や や 前 方 に 位置 し , 口 器 を 形成 する 付属 肢 は 完全 に 口 陥 を 取り 囲ん で いる . 下 唇 は は ば 完全 
(に 融合 し , その 先端 と お いて わずか に 対 状 痕跡 が 認め られ る に 過ぎ な い . 尾 脚 は よく 発達 し , BETHA. 間 も な 
く , 胸部 が 卵 の 側 方 へ 移動 する た め 頭 部 か ら 第 1 腹 節 まで ほぼ ば 一 直線 と な り , 肝 子 全体 の 形 は 」 字形 と な る . 

と の 時 期 で は , 頭 部 が まだ 第 1 胸 節 の 背面 上 に 横たわっ て いる の で , 脆 子 の 反転 が 完了 し た と 見 る と と は 適当 で 
な いよ うに 思わ れる . 間もなく , 胸部 も その 腹面 を 卵 の 中 央 に 向け て 科 曲 し , 続い て 頭 部 も 給 曲 の 転換 を 終え る ・ 
と の 時 , 第 1 胸 節 の 背面 形成 , すなわち , BW pronotum の 形成 が 起り , 第 2 胸 節 部 の み が 膳 孔 navel と し 
て 背面 の 開口 を 残す . 前 胸 背 板 形成 は 他 の 体 侵 に お ける 背面 形成 と は 異な り , 最初 , 頭 葉 部 か ら の 半 膜 と 第 1 胸 節 
部 か ら の それ と が 連絡 し , 背面 閉鎖 を 終え る が , と れ は 一 時 的 な る の で 真 の 前 胸 背 板 は 頭 葉 の 前 方 か ら 伸 びる 頭 葉 
上 皮 に よっ て 完成 され る よう に 見える. と れ は 頭 , 胸部 を 通る 横断 面 を 観察 すれ ば 一 賠 明 瞭 で ある が , 反転 を 終了 
し た 最初 の 豚 子 に お いて も 充分 に 外部 か ら 和 観察 で きる . すなわち , 頭 葉 の 前 方 部 分 は 第 1 胸 節 育 面 の 後方 に 位置 し , 
第 1 胸 節 と 第 2 胸 節 と を 境 す る 体 溝 は 背面 に 近づく に つれ て 不明 瞭 と な り , 遂に は 消失 する . そし て , その 上 部 は 
頭 葉 側壁 と 完全 に 融合 し て いる . これ は Chilo に お ける Okana (1960). の 報告 と 完全 に 一 致す る . 筆者 は 第 1 
胸 節 に お ける 背 管 の 形成 過程 の 詳細 を 観察 し な か っ た が , OKADA (1960) は Chilo の 第 1 胸 節 に お ける 背 脈 管 が 
体 侵 の 側 部 か ら 生 じ る 心 原 細胞 か ら は 作ら れ な いと と を 観察 し , と の 事実 は 前 胸 診 板 が 頭 葉 上 友 か ら 形 成 さ れる と 
いう 見 解 を 有利 に する も の で ある と 述べ て いる . 
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Fig. 78. Longitudinal section through the embryo in the first half of stage 19. Fig. 

79. Cross section through the posterior part of the head in stage 19. Fig. 80. 
Longitudinal section through the head and thoracic parts in the embryonic 
moulting stage. 
ABG: abdominal ganglion BR: brain FG: fore-gut HG: hind-gut MD: 
mandible MIG: mid-gut NV: navel OCT: old cuticle PTG: prothoracic 
gland SAG: salivary gland SG: silk gland SOG: suboesophageal 
ganglion STG : stomatogastric nerve THG : thoracic ganglion THL: 
thoracic leg 'THT : tracheal trunk 


ステ ー ジ 19 REBEL 


反転 を 完了 し た 腔 子 は 著しく 伸長 し , 特に 各 胸 節 お よび 各 腹 人 節 の 成長 が 目立ち , COAT-—UvCWfà3upW e 5 
の 前 極 中 央 に 位置 きせ , 第 4- 第 6 腹 節 で 大 きく 和姦 曲 し , 尾 節 後 端 が 第 2 胸 節 と 同じ レベ ル に 達し て いる . 発生 が 
進行 する に つれ て , 頭蓋 と 前 胸 背 板 と の 間 の 境界 が 次 第 た 不明 只 と な る が , 礎 子 の 腹面 お よび 側面 下部 で は , 頭 部 
と 胸部 の 境界 が 外見 的 と 明暗 に 区 別 で きる . 

頭 部 の 背部 の 大 部 分 は 勝た と よっ て 占め られ て いる . 頭 部 を 通る 縦断 面 で は , 脳 の 前 端 は 第 1 お よび 第 2 胸 節 神経 
球 の 上 部 に , 脳 の 後 端 は 食道 下 神 経 球 前 端 の 上 部 に 横たわり , 腹面 の 縦 神経 連鎖 と ほぼ 平行 で ある . 他方 , 第 8 腹 
節 神経 球 と 第 9 腹 節 神経 球 は 完全 に 合体 し (Fig. 78), 腹部 の 神経 球 は 合計 8 対 と な る が , 第 8 腹 節 と 第 9 腹 節 と 
は 明 朋 に 区 分 され て いる の で , 腹部 を 構成 する 環 節 数 は 尾 節 を る 含め て 10 節 で ある . 

と の 時 期 で は 尾 節 の 末端 が 下 選 部 分 と 同一 線上 に 並び , 朋子 は U 字 形 に 位置 し て いる . 胸部 の 閉鎖 は 第 2 BOO 
中 間 に ま で 発達 し , 第 2 胸 節 の 後方 と 歴 孔 が 認め ちら れる. 中 腸 内 は 前 ステ ー ジ と 同様 に 卵黄 粒 団 で 満た され て いる 
が , 発生 が 進行 する に つれ て 中 腸 内 の 卵黄 粒 団 の 形 は 次 第 に 崩壊 し , 間もなく 消費 さき れる. 

と の ステ ー ジ で 朋子 の 脱皮 embryonic moulting 23132 (Fig. 80). 脱皮 が 起 る 直前 の 上 皮 層 cuticular layer 
は 外 膝 葉 の 表面 と 密着 し て いる が , 脱皮 が 始ま る と 上 皮 層 は 表皮 か ら 部 分 的 に 離れ , 間 $ ぉ なく 上 皮 上 剛 の 分 離 は 豚 子 
の 全 表 面 に 及ぶ . と の 時 , 非常 に 薄い 新 上 皮 層 が 旧 上 皮 層 の 下 で 表皮 の 表面 上 た 形成 され る . と の 上 皮 層 は 表皮 の 
表面 で 徐々 に 厚 さ を 増し , 初 令 幼虫 の 上 皮 層 と し て 発達 する . 腔 子 脱皮 の 初期 の 段階 を 全体 標本 か ら 観察 する と と 
は 困難 で ある が , 朋子 の 断面 を 検 鏡 す れ ば , それ は 明瞭 で あぁ る. 脱皮 が ほ ば 完了 する 頃 に は , 上 皮 層 の 分 離 が 全体 
標本 と 腔 子 の 断面 と の 両方 に お いて , 触角 , R 胸部 , 腹部 付属 肢 の 先端 部 で は 特に 明瞭 に 観察 で きる . 

鱗 次 目 膝 子 の 脱皮 は OkADA (1958) に より Chilo, Bombyx, Phassus で 最初 報告 され , (fic Neomicropteryx 
と Paramartyria (OKADA, 1960), Bombyx (TAKAMI, 1963), Pieris (TANAKA, 1959) "C 5 観察 され た . そ 

LT, と れ ら の 脱皮 の 時 期 お よび 過程 に つい て の 観察 結果 は すべ て 一 致し て いる . と の よ 5 う 朋子 脱皮 の 事実 は 同 
REE, 異 脈 亜 目 の 広い 範囲 に お いて 確認 きれ て いる . し た が っ て 「 有 礎 子 脱 友 は 鱗 次 目 尼 虫 に お いて 極め て 一 般 的 
な 現象 で ある 」 と する Okana の 見 解 (1960) は 適切 な る の と 考え られ る . 
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ステ ー ジ 20 MFH 


頭 部 は 卵 の 前 極 に 位置 し , 胸部 お よび 腹部 は 卵 周 に 沿 
っ て 横たわり , 卵 の 後 極 に お いて 第 3 , 第 4 腹 節 付 近 を 
WHIT, さら に 第 8 腹 節 が 胸部 の 腹 側 と 接し て 折れ 曲 
っ て いる . 第 2 胸 節 背面 の 肝 也 は は ば 完全 に 閉鎖 し , C 
の 部 分 を 通る 背 脈 管 も 形成 さ れつ つ あ る . MTR 





Figs. 81-82. Unrevolved embryo. Ventral view 





TIZ ONERE RRRA A. 脱皮 前 まで 比較 的 丸 C81), dorsal view (82). 
み を 帯び て いた 胸部 付属 肢 の 先端 は 次 第 に 鋭く な っ て , ABL: abdominal leg ABS : abdominal 
胸 脚 と いう に ふさ わし い 形 態 と な り , 間もなく その 先端 segment EY:eye MD:mandible MX: 


maxilla THL : thoracic leg 
は 釣 爪 claw と し て 発達 する . 


敵 膜 内 の 卵黄 は すでに 相当 消費 され て いる が , 卵 の 前 極 に お いて 頭 部 前 面 お よび 第 8- 第 9 腹 節 , 尾 節 の 背面 の 
部 分 に 比較 的 多量 の 卵黄 が 残っ て いる . 中 腸 内 の 卵黄 は 依然 と し て 多量 に 残っ て いる が , 間もなく 後部 か ら 次 第 に 
消費 きれ て し まう よう に て な る . 

と の ステ ー ジ の 後期 に な る と , 下 唇 と 小腸 の 先端 に 下 唇 labial palpus k UME maxillary palpus が 
発生 する . 続い て , 大 用 の 先端 は 負 歯 状 へ と 分 化し , その 後 の 発生 を 通し て キチ ン 化 する . 前 胸痛 板 は 目立っ て 発 
達し , その 幅 は 頭 部 の それ と ほぼ ば 同 大 で , 胸部 の 他 の 部 分 より も る 著しく 広い . 大 用 の 末端 は 第 1 胸 節 の 後部 付近 の 
上 方 に 達し て いる た め , 前 胸痛 板 を 通し て 大 脳 の 前 方 部 分 が 外部 か ら 観 察 で きる . また , 非常 に 大きな 細胞 が 表皮 
下 人 分 化 発達 し , T (剛毛 原 基 setae anlagen) と な る . 























ステ ー ジ 21 剛毛 発生 期 


膝 子 の 外側 の 卵黄 は ほとん ど 残 っ て いな い . 中 腸 内 の 卵黄 は 完全 に 消費 きれ て し まっ て いる . MIERA 
し , 育 脈 管 も る 頭 部 か ら 尾 部 まで 一 本 に 連絡 する . 頭 橋 が キチ ン 化 し , 続い て 各 胸 節 の 狗 爪 が キチ ン 化 する . 剛毛 原 
基 が 褐色 に 着色 する と 同時 に , 頭 部 お よび 胸 ・ 腹 部 に 多数 の 剛毛 が 形成 され る . 胸部 お よび 腹部 の 剛毛 は 頭 部 に お 
ける それ ら よ り も 太く, 長く , すべ て の 剛毛 は 朋子 の 前 方 に 向っ て 伸び て いる . 

間もなく 大 肥 氏 歯 状 部 分 が 褐色 に 着色 し , その 後頭 部 と 前 胸 背 板 と が ほ ば 同時 に 着色 し 始め る . 3 対 の 腹 脚 と 1 
対 の 尾 脚 先 端 $ も それ ぞ れ 初 令 幼 虫 に み ら れ る も の と は ほ ば 同じ 構造 と な る . と の よう に と の ステ ー ジ を 通し て , MF 
は 第 1 令 幼虫 と し て の 外部 形態 を ほとん ど 完 成 さ せる. と この ステ ー ジ で は 肘 子 が 著しく 成長 し て いる た め , MP 
卵 内 で 2 カ所 (第 2 ・ 第 3 腹 節 , 第 7 ・ 第 8 腹 節 ) TAL, 頭 部 は 卵 の 前 極 , 尾部 は 後 極 に それ ぞ れ 位置 し て い 
る . 








ステ ー ジ 22 初 令 幼 虫 完成 期 


と の ステ ー ジ で は , 頭 部 お よび 前 胸痛 板 の 着色 に より 卵 の 前 極 付近 が 軒 ず ん で 来る . ツ ト ガ の 場合 に は 全 発 生 過 
程 を 通し て 筑 膜 の 着色 が ほとん ど 超 ら な い の で , 固定 液 の 中 で は 卵殻 と 嬢 膜 度 と を 通 し て 初 令 幼虫 と し て 完成 し た 
膝 子 の 外部 形態 が 明暗 に 観察 で きる . 次 膜 ・ 羊 膜 は 朋子 に よっ て 飲み 込ま れる が , 既 膜 肥 は 卵殻 と 共に 残さ れる . 
黄 化 が 近づく に つれ て , 有 子 は 卵 内 で 盛ん に 運動 を 始め る が , 特に , 頭 部 は 激しく 動く . それ 故に 発生 の すべ て の 
ステ ー ジ を 通し て , 常に 卵 の 精 孔 部 の 直下 位置 し て いた 頭 部 は 卵 の 前 半分 の ど と か に 横たわり , 必ず し も 卵 の 前 
極 に ある と は 限ら ちら なくなる. し か し , 頭 部 が 後 極 に 位置 し て いる 場合 は ほとん ど 見 当ら な い . 膝 子 は 復 雑考 曲 し , 
全体 と し て 球形 と な り , 卵 の 内 部 を 余す と と ろ な く 満 た し て いる . 








ステ ー ジ 23 Wi 化 期 


初 令 幼 虫 と し て 完成 し た 礎 子 は 温度 な どの 外 的 条件 が 適当 で あれ ば , いつ で る 次 化す る と と が で きる ・ TN 
の 前 極 を 食い 破っ て 頭 部 を 卵 か ら 出し , その 後 切 速 に 胸部 と 腹部 を 卵殻 か ら 脱出 きせ る . 
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摘 要 


ツ ト ガ Ancylomia japonica ZELLER (において, 肛 子 反転 か ら 外 化 まで の 発生 過程 を 7 ステ ー ジ に 分 け , 各 ス 
テー ジ で の 形態 発生 に つい て 述べ た . 

1) 心 原 細胞 は 中 膝 葉 性 起 原 で ある . 

2) 不 反転 膝 子 も 剛毛 形成 まで は 発生 を 続け る . 

3) 前 胸 育 板 は 頭 葉 上 皮 に 由来 する . 

4) 膝 子 脱皮 は 明瞭 に 観察 で きる . 
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Summary 


In Ancylomia japonica ZELLER, the developmental process from revolution of the embryo to 
hatching can be divided into 7 stages. The morphogenesis at each stage is described. 

1) The cardioblasts are the mesodermal origin. 

2) Unrevolved embryo develops untill the formation of the setae. 

3) Pronotum is derived from the epithelium of the head lobes. 

4) 'The embryonic moulting is observed clearly. 
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